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 行政書士 東 優 

第１部 行政書士資格の活かし方 

１．行政書士業界の現状について 

（１）行政書士の横顔

① 登録者数 ４７，１２９名（平成２９年１２月末現在）

内訳 個人開業：４５，３６２名（９６．２％）

行政書士法人社員：１，１４９名（２．４％） 

使用人行政書士：６１８名（１．３％） 

② ５０～６０代が全体の半数以上である

③ 他士業等の兼業者の割合が全体の半数以上である

  （詳細は別紙資料「日本行政」10月号Ｐ１４～１９を参照） 

（２）主な取扱い業務

① 建設業許可関係

② 相続・遺言関係

③ 農地法関係

④ 法人設立・変更関係

⑤ 産廃業許可関係

⑥ 入管業務

⑦ 風俗営業許可関係

⑧ 運送業許可関係 これ以外にもまだまだあります・・・ 

２．行政書士の魅力と将来性 

（１）行政書士の魅力

① 幅広い取扱い分野の中から業務を選択できる

② 比較的少額ない資金で開業できる

③ 経営方針を自分で決められる

（２）行政書士の将来性

① 行政手続き、法律文書作成のニーズが消えることはない

② 高齢社会と国際社会に必要なプロフェッショナルになりうる

③ 弁護士の増加をはじめ隣接士業及び同業者は増加傾向にある

→ より明確に他との違いを「差別化」して打ち出す必要あり
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＜行政書士のおかれた現状と成功するためにまず必要なこと＞ 

同業の行政書士に隣接士業も含めた多数のライバルとの競争がある 

生き残るためには「専門業務の絞込み」と「営業戦略」が必要 

３．合格後、開業して成功するためにすべきこと 

① 行政書士として食べていく覚悟を決める。

↓ 

② 専門業務の決定と、営業戦略を具体化する。

↓ 

③ 専門業務獲得の為の営業を意識して行い、集客パターンを作る。

↓ 

④ 専門業務をたくさん経験し、実務ノウハウを蓄積する。

↓ 

⑤ 真のプロとしてこの業界で食べていける。

４．なぜ私が相続・遺言を専門業務にしたか 

① 自分のキャリアを活かせる分野であったこと

② 市場の成長が見込める分野であったこと

③ 自分が心からやりたいと思える分野であったこと

５．行政書士として食べていくための開業当初のおすすめのスタンス 

① 自分の専門分野を決めて営業に関しては専門分野に絞り込んで行う

② 当初の 3年間は、ご縁のあった仕事はよほど忙しくて仕方がない限り、

受注してやってみる 

６．私の考える成功しやすい士業の条件 

① お客様にかわいがられる存在になれる人

② 士業間の垣根にこだわりすぎない人

③ まずはやってみて、やりながら考える人
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